
市民向け市民向け
国立病院機構相模原病院
感染管理部 作成

2026年4月作成



新型コロナウイルス感染症の現状

現在は感染症法上の「5類感染症」に

位置づけられ、季節性インフルエンザと

同様に扱いとなっています

定期的な流行は続いており、

引き続き正しい知識を持つことが

大切です

法的な外出自粛要請はなくなり、

予防対策は個人の判断が基本と

なりましたが、ウイルス自体が

消滅したわけではありません



どのように感染するのか

1. エアロゾル感染・飛沫感染 2. 接触感染 3. 潜伏期間

咳やくしゃみ、会話で飛ぶ

微粒子を吸い込む

ウイルスがついた手で

目、鼻、口を触る

感染から発症までは短く

なっており、オミクロン株

流行以降は2日から3日が

主流です



感染した時のサイン



日頃からできる予防のポイント

換気
常時喚起やこまめな
窓開けが重要です。
エアコン使用時も換気を
意識しましょう。

手洗い
石けんと流水での手洗いが
基本です
アルコール消毒も有効です

マスク着用
医療機関や高齢者施設の
訪問時、混雑した電車・バス、
体調不良時は着用が推奨されます



体調不良時の対応フロー



家族が感染した時の注意点



特に注意が必要な方々



回復した後も続く症状



感染拡大を防ぎ、社会活動を続けるために



参考資料

・厚生労働省：「新型コロナウイルスに関するQ&A（一般の方向け）」

・日本感染症学会：「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）|症状

からアプローチするインバウンド感染症への対応-感染症クイック・

リファレンス

・国立健康危機管理研究機構：「新型コロナウイルス感染症 | 感染症

情報提供サイト」」
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